
北海道の事例①
阿寒グリーンヒルファーム

はじめに

草地関係の補助事業が縮小する中で、各地で良質

サイレージ調製のためにアルファルファを栽培する

事例が多くなってきています。今回は、第１４回全国

草地畜産コンクールにおいて�日本草地畜産種子協
会会長賞を受賞された有限会社阿寒グリーンヒル

ファーム（代表取締役 鈴木 忠 様）の事例を紹

介します。

今回は前半の草地に関する記事を高山が、後半の

発酵品質、飼料給与に関する記事を松本が、それぞ

れまとめました。

経営概況

「平成７年に３戸で法人を設立し、旧所有者から

の借入地である１４６haの牧草地に積極的にアルファ

ルファを導入し、その高栄養価飼料を給与すること

により経産牛２９３頭の多頭数飼育でありながらも１

頭当たりの乳量が９，５００�を超える高い水準を維持
している。定期的な土壌診断に基づいたふん尿の有

効利用、石灰資材の施用など圃場台帳を整備しなが

ら土づくりに取り組んでいる。また、草地の草種構

成面では計画的な簡易更新によってアルファルファ

の割合が高い草地を作り、地域の平均を大きく上回

る高収量を得ている。このような高栄養価の粗飼料

を最大限に活用した飼養管理を実践しながら、常に

低コストを意識した酪農経営に取り組んでいる」（草

つくりコンクール審査講評より）。

設立日 平成７年３月２０日

飼養頭数 経産牛２９３頭、育成牛２１２頭

草地面積 牧草地 １４６．３ha

飼料用とうもろこし ３５．０ha

現在は構成員２戸が定年し、雇用を取り入れた経

営になっています。

草地を見直すきっかけ

グラスサイレージの品質が改善されず植生を調査

したところ、シバムギが優占していることが判明

し、経費面から有利な簡易更新を試みました。

はじめに試作した平成１６年にはシードマチック、

ブレドの２機種を試してみましたが、失敗しました

（写真１）。この頃には簡易更新の技術が確立され

ておらず、試行錯誤でした。平成１６年の各地の結果

から改善を加えた結果、平成１７年に行った簡易更新

での造成は成功しました（写真２）。

また、穀物の高騰により平成１９年からは飼料用ト

ウモロコシを導入し平成２１年度には３５．０haの栽培

面積になりました。

平成１６年の試作の失敗原因は、１番草刈取後の再

生期間が短く、シバムギの生育量が十分でなかった

ためにラウンドアップを散布後に再生する個体が多

かったこと、除草剤散布後の翌日に播種したために

地下茎が切断され、十分に除草剤が地下茎まで移行

していなかったためと思われます。

平成１７年は８月１８日に２番草収穫、その後８月２７

日に除草剤を散布、９月１３日に播種しました。２番
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写真１ 平成１６年播種：翌年５月２６日の状況（播種ムラがあり
失敗）

注 表紙の写真は阿寒グリーンヒルファームにおいて簡易更新に
よって造成された、アルファルファ混播草地です。

牧草と園芸 第５８巻第４号（２０１０年）
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草収穫後であったためにシバムギの生育量は十分で

なく、播種時期も遅かったが定着は順調でありまし

た。除草剤はラウンドアップハイロードを７�／ha
散布、基肥はＢＢ１２２を４００�／ha施肥後にホライ
ズン２０�とケレス７�、リベンデル２�／haをブ
レドを用いて播種しました。

この草地は更新後５年程度と比較的新しい草地で

したがシバムギが優占していました。翌年は、播種

時期が遅く冬枯れが心配されましたが、アルファル

ファ「ケレス」は越冬しており、冠部被度は３０％程

度と良好な植生になりました。また、シバムギの再

生草丈が１０～２０�と低く除草剤の効果がやや不安で
ありましたが、アルファルファの定着には問題あり

ませんでした。

翌年の７月下旬から気温が高く推移したために写

真３に示すようにアルファルファ「ケレス」の生育

が旺盛になりました。この地域で何年維持できるの

かが興味がもたれましたが、図１に示しますように

利用４年目の平成２１年においてもアルファルファ割

合は減少することなく約３０％を維持しており、この

地域においてはアカクローバの代わりにアルファル

ファの積極的な利用が今後期待されます。また、５

年目の「ケレス」は写真４のように根は直根になら

ず「タコ足」のように表層５～１０�の深さをを横に
広がっていました。

新たな取り組み

このようにアルファルファは定着しましたがチモ

シーの割合が少なく、シバムギも優占し始めまし

た。チモシーは競合に弱いために年々減少してお

り、この対策として平成２１年の２番草刈取後にオー

チャードグラス「バッカス」とフェストロリウム

「バーフェスト」をそれぞれ１．５�／１０ａを８月２６
日にシードマチックを用いて追播しました。追播し

た両草種は翌年も写真５のように順調に定着し今後

が期待されます。

グリーンヒルさんではその後、十分にアルファル

ファが定着することから計画的に草地を更新し、ア

ルファルファ混播草地を増加させると共にトウモロ

コシの作付けも平成１９年から開始しました。

写真２ 平成１７年１０月１８日の状況（やや生育が不良であったた
めに、固液分離の液を薄く散布）

写真３ ２番草８月１０日（アルファルファ「ケレス」が良好に
生育）

写真４ 平成２１年４月２１日撮影、根は直根でなくたこの足のよ
うに横に広がっている

図１ １番草草種別割合の推移（乾物中％、図中牧草はほとん
どがアルファルファ）
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発酵品質の改善

平成１６年春、当時のグリーンヒルファームの担当

営業マンは発酵品質の悪いサイレージが多かったた

めに悩んでいました。年次ごとのサイレージの分析

結果をまとめて検討すると、年々、カリウム含量、

粗蛋白質含量が高くなっていました。当時、グリー

ンヒルファームは飼養頭数が増えてきた時期でもあ

り、スラリーの散布量が増えていました。その時期

に前述しましたように植生調査を行ったところ、シ

バムギが優占してました。

当社北海道研究農場、技術研究所で行った調査で

は、シバムギはチモシーに比べると、カリウム含量、

粗蛋白質含量が高く、特に過剰施肥において、その

含量が高まることがわかりました。同調査では、カ

リウム、粗蛋白質含量が高まると、乳酸緩衝能が高

くなるという結果も出ました（注：乳酸緩衝能と

は、その材料をpH４．０まで低下させるのに必要な乳

酸量を数字にしたもので、この値が高いとpHを低

下させるために多くの乳酸が必要になるので、pH

が下がらず、乳酸発酵し難い材料であるということ

になります）。また、シバムギはWSC含量、特にサ

イレージの乳酸発酵に必要な単糖、少糖の含量が少

ないことも分かりました。

この調査結果からもわかるように、シバムギが多

く、過剰施肥であったグリーンヒルファームの牧草

は、不良発酵サイレージになりやすかったのです。

そこで、取り組んだことは大きく分けると、�草
地の植生を改善する、�施肥を見直すということで
す。施肥については平成１９年からデントコーンを導

入したので、それによって草地へのスラリーの散布

量が少なくなりました。

植生を改善するために、ここ５年間、草地更新（簡

易更新も含む）した面積は、平成１７年２５ha、平成

１８年１１ha、平成１９年４ha、平成２０年８ha、平成２１

年１０ha、合計５８haになり、それらにはアルファル

ファが混播され、その割合は総草地面積の約４割を

占めてます。

どの草地の材料草がどのサイロに貯蔵されている

かが記録されていますので、それらを最近更新した

アルファルファ混播草地のサイレージと、経年草地

のサイレージの成分値に分けて比較しました（表

１）。やはり、アルファルファが混播されているサ

イレージは、経年草地と比べると、粗蛋白質含量、

ＮＦＣ（糖、デンプン他）含量が高く、栄養価が高

いという結果になりました。

次に発酵品質の比較を表２にまとめました。Ｖ－

スコアはアルファルファ混播草地の８６に比較して、

経年草地が４１となっています。悪い発酵の指標とも

なり、多量摂取するとケトーシスの原因にもなる酪

酸含量は、アルファルファ混播草地の０．０３％（現物

％）に対し、経年草地は０．５３％と高くなっています。

このように経年草地はシバムギが多い草地もある

ために、やや発酵品質が悪くなっています。それと

比較して、アルファルファ混播草地のサイレージは

分析をかけた全てのサンプルの発酵品質が良好でし

た。これについては草地更新によって、植生が良質

発酵しやすいチモシー主体となったことが挙げられ

ます。一方、アルファルファは乳酸緩衝能が高いカ

リウムや粗蛋白質含量も高いですが、それは発酵品

質に悪影響は及ぼしていないようです。私が巡回し

ている他の牧場でも、アルファルファを混播してい

る牧場は多いですが、サイレージの発酵品質は良好

であるケースが多く、これらの要因については現

在、調査中です。

表１ 成分値の比較 （乾物％）

粗蛋白質 TDN NDF NFC

アルファルファ混播草地 １４．０ ５８．６ ６４．０ １１．１

経年草地 １２．６ ５８．２ ７２．２ ８．６

表２ 発酵品質の比較 （現物％）

乳酸 酪酸 VBN/TN% V－スコア

アルファルファ混播草地 １．６１ ０．０３ ９．４ ８６

経年草地 ０．７０ ０．５３ ２１．１ ４１

写真５ 良好に定着したバッカスとバーフェスト（平成２２年７
月２６日）
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給与メニューの粗飼料比率の増加

これらの取組みを開始する前の平成１６年と、現在

（平成２２年）の飼料給与メニューを比較しました。

実はこの間、二人の営業マン（現千葉営業所・鎌

田望、現釧路営業所・橋本判）が引き継いで、常に

一定の内容にて飼料計算を行ってきたので、栄養濃

度には大きな変化はありません。

表３に平成１６年と現在の高泌乳群の給与メニュー

を示します。その時々で粗飼料の水分等が変わって

いるので、幾つかの飼料計算結果を代表した値を示

しました。平成１６年と現在の飼料給与内容で大きく

変わっている点は粗飼料比率です。粗飼料比率を高

めて、飼料給与メニューは同じ栄養濃度を維持して

いるというのは、粗飼料の栄養価が高くなっている

からです。それは、デントコーンサイレージとアル

ファルファ混播サイレージの導入によります。すな

わち、エネルギー源をデントコーンサイレージが、

蛋白源をアルファルファ混播サイレージが補ってい

るわけです。

粗飼料比率を高めて、給与購入飼料を減らせた量

はおよそ２．５�です。幾つかの泌乳群があるので、
このような単純計算にはなりませんが、２．５�×２６０
頭（搾乳牛頭数）×５０円（濃厚飼料単価）×３６５日

＝約１．２千万／年の購入飼料費の削減になります。

デントコーンの生産費もあるので、それが丸々儲け

になるというわけにはいきませんが、低コスト生産

に繋がっていることは間違いないようです。

給与メニューの粗飼料比率が高まることにより、

以下のような効果もあります。

�２００７年のような購入飼料高騰の際にも影響を受
け難い経営が出来る。

�粗飼料比率が高いので、ルーメンアシドーシス
等の疾病が少ない。

個体乳量

図２に経産牛１頭当たり年間乳量の推移を示しま

す。平成１９年末に搾乳牛舎を改修したことも貢献し

ていますが、１頭当たり乳量も増えてきています。

図２ 経産牛１頭当たり乳量

おわりに

２００７年から２００８年にかけては輸入穀類の高騰で、

いかに栄養価の高い自給飼料を多給するかといった

話題が多かったです。しかし、「喉元過ぎれば熱さ

忘れる」ではないですが、穀類の高価格が納まると、

いつしか、そういった話題も少なくなりました。最

近、ロシアの旱魃と輸出禁止政策をきっかけとし

て、徐々にとうもろこしの相場が上がっています。

投機マネーも流入しているということで、２００７年を

思い出します。そのような穀類の相場に左右されな

い経営を行うことが、これからの酪農経営にとって

は重要ではないでしょうか。

グリーンヒルファームの鈴木代表はいち早く、自

給飼料重視の経営に取り組んだひとりで、積極的に

新技術である簡易更新等も試みました。それらが評

価され、（社）日本草地畜産種子協会会長賞を受賞

されました。

今回の取材にあたって、お忙しいところご協力し

て頂いた鈴木代表に感謝申し上げるとともに、これ

からのグリーンヒルファームの益々の発展に期待し

たいと思います。

表３ 飼料給与メニュー （原物�）

飼料名 平成１６年 現在

グラスサイレージ ３３．０ ２７．０

コーンサイレージ １５．０

ロールパック ０．６ ０．６

指定配合（ビートパルプを含む） １５．０ １２．５

混合飼料（蛋白源） １．０ １．０

バイパス油脂、ビタミン等 ０．６ ０．６

乾物給与量（�） ２２－２３ ２２－２３

CP／乾物（％） １６－１７ １６－１７

TDN／乾物（％） ７５－７６ ７５－７６

NDF／乾物（％） ３５－３７ ３５－３７

NFC／乾物（％） ３３－３４ ３７－３８

粗飼料比率（％） ３７ ４７
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